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Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
と
在
校
生
が
交
流

　

例
年
行
う
よ
う
な
ホ
テ
ル
の
立

食
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
な
く
、
ほ
と

ん
ど
手
作
り
感
覚
の
同
窓
会
総
会

で
あ
っ
た
。
か
つ
て
闊
歩
し
た
校

庭
や
体
育
館
、
教
室
に
立
ち
、
ま

た
現
役
の
旭
高
校
の
生
徒
た
ち
と

接
す
る
な
か
で
、
懐
か
し
さ
と
新

鮮
さ
が
入
り
混
じ
っ
た
印
象
深
い

一
日
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
体
育
館
で
は
「
大
勢
で

会
合
を
す
る
の
は
卒
業
式
以
来
だ

な
ぁ
」
と
感
慨
を
持
ち
つ
つ
総
会

会
場
に
着
席
し
た
。
横
山
校
長
の

出
席
の
も
と
に
総
会
議
事
が
執
り

行
わ
れ
、
今
年
度
の
活
動
報
告
や

決
算
報
告
、
来
年
度
の
活
動

方
針
や
予
算
提
案
な
ど
が
行

わ
れ
た
。
参
加
者
に
よ
る
質

疑
後
、
す
べ
て
の
議
事
が
承

認
さ
れ
た
。

ミ
ニ
コ
ン
サー

ト
で

　
　
　
　
校
歌
熱
唱

　

そ
の
後
、
現
役
Ｏ
Ｂ
吹
奏

楽
部
や
合
唱
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

会
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

も
行
わ
れ
た
。
厳
し
い
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
た
す
ば
ら
し
い

音
楽
に
酔
い
し
れ
た
。
最
後
は
、

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
最
高
潮

の
ま
ま
終

了
と
な
っ

た
。
あ
る
コ

ン
ク
ー
ル
で

上
京
す
る
吹

奏
楽
部
員
の

た
め
の
支
援

カ
ン
パ
が
会

場
出
口
や
各

会
場
で
呼
び

か
け
ら
れ
た

が
、
彼
ら
の

演
奏
に
魅
了
さ
れ
た
参
加
者
は
惜

し
み
な
く
寄
付
を
し
た
。

現
役　

Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
　

　
　
　
　
　
　
対
決

　

第
２
部
は
、
各
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会

と
し
て
現
役
生
も
交
え
て
紅
白
戦

や
発
表
会
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
野
球
部

と
サ
ッ
カ
ー
部
が
、
体
育
館
２
階

で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が
熱
戦
を
展
開

し
、
Ｏ
Ｂ
も
在
校
生
も
と
も
に
汗

を
流
し
た
。

文
化
祭
の
よ
う
に

　

ま
た
、
体
育
館
１
階
視
聴
覚
室

で
は
筝
曲
部
の
演
奏
会
、
美
術
部

の
展
示
が
行
わ
れ
、
放
送
部
は
作

品
上
映
会
と
総
会
の
模
様
を
機
材

で
撮
影
し
、
新
聞
部
Ｏ
Ｂ
会
は
総

会
号
外
を
発
行
し
、
参
加
者
に

配
っ
た
。

　

食
堂
ホ
ー
ル
で
は
、
総
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
同
窓
会
有
志
と

と
も
に
と
現
役
生
徒
会
役
員
の
み

な
さ
ん
が
会
場
設
営
・
食
事
の
手

配
・
あ
と
片
付
け
な
ど
で
活
躍
し

て
く
れ
、
と
て
も
頼
も
し
い
も
の

だ
っ
た
。

現
役
生
の
日
常
に
接
し
て

　

卒
業
し
た
私
た
ち
が
現
役
生
と

直
に
接
し
て
交
流
し
、
母
校
を
走

り
回
る
彼
ら
彼
女
ら
の
姿
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
昔
の
自
分
の
姿

と
重
ね
合
わ
せ
た
卒
業
生
も
多

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
卒
業
し
て

年
月
が
経
っ
た
私
た
ち
が
知
る
、

い
わ
ゆ
る
「
語
ら
れ
る
昔
の
旭
」

の
な
か
に
は
、
良
か
っ
た
成
果
に

あ
た
る
面
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ

る
。
し
か
し
、
今
日
、
学
び
生
活

す
る
生
徒
や
教
職
員
に
接
し
て
彼

ら
に
と
っ
て
の
「
な
に
げ
な
い
日

常
の
旭
」
が
営
ま
れ
て
お
り
、
改

め
て
私
た
ち
も
そ
う
で
あ
っ
た
と

思
い
起
こ
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

旭
の
今
後
を
考
え
る
上
で
重
要
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
校
改
革
と

い
う
重
い
課
題
や
卒
業
生
の
期
待

な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
当
事
者

で
あ
り
主
人
公
で
あ
る
彼
ら
彼
女

ら
の
日
常
や
視
線
や
意
識
か
ら
出

発
す
る
こ
と
は
や
は
り
大
切
な
の

で
は
と
、
総
会
で
出
あ
っ
た
現
役

!!

vs

＊会場等準備の都合上、同封のハガキで出欠
をお知らせください。

＊恩師の参加や同期の出席予定数など、詳細
はホームページをご覧ください。

＊住所不明の方もありますので、同期お誘い
いただきご参加ください。

＊野球部の健闘をたたえ表彰を行います。

総  会　10月28日（日）
受付開始　11時30分
総　　会　12時00分
懇 親 会　12時40分
参 加 費　５,０００円
49期以降　３,０００円
会　　場　レストラン
　　　　　「ショータイムカフェ」
　　　　　大阪城ホール１階
○ＪＲ環状線　京阪地下鉄「京橋」駅より徒歩約10分
○ＪＲ環状線「大阪城公園」駅より徒歩約3分
○地下鉄「大阪ビジネスパーク」駅より徒歩約5分

旭　窓　会　総　会

生
を
通
じ
て
感
じ
た
。

　

総
会
が
す
べ
て
終
わ
り
夕
暮
れ

の
な
か
、
元
気
で
さ
よ
う
な
ら
を

い
い
な
が
ら
校
門
を
あ
と
に
す
る

現
役
生
た
ち
の
姿
を
見
な
が
ら
、

か
つ
て
、
恋
愛
の
こ
と
や
好
き
な

音
楽
の
こ
と
な
ど
で
頭
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
な
が
ら
、
で
も
片
隅
に

進
路
や
ど
ん
な
大
人
に
な
る
の
か

を
漠
然
と
、
も
し
く
は
真
剣
に
考

え
て
い
た
無
数
の
人
々
が
こ
の
校

門
か
ら
巣
立
っ
た
ん
だ
よ
と
、
卒

業
生
の
一
人
と
し
て
伝
え
た
い
と

思
っ
た
。

2006年度総会を母校で開催
　

2006年度総会を母校で開催
母校創立55周年・国際教養科15周年を記念して

　昨年10月28日（土）、「2006年度　旭窓会総会」が母校で開催された。創立55周年、国
際教養科15周年を記念し、同期会だけでなく各クラブOB会とも連携し、現役生も交えた
部活動も行われ総勢約400人の参加となった。
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運
営
賛
助
金
に
ご
協
力
を

　

毎
年
、
運
営
賛
助
金
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

会
計
の
変
化

　

創
立
50
周
年
以
前
は
、
毎
年
の
卒
業

生
（
新
規
入
会
数
）
も
多
く
、
収
入
の

ほ
と
ん
ど
が
入
会
金
で
同
窓
会
を
運
営

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
少
子
化
に
伴

う
卒
業
生
の
減
少
か
ら
、『
運
営
賛
助
金
』

制
度
を
導
入
し
、
図
の
様
に
変
化
し
て

い
ま
す
。

『
運
営
賛
助
金
』
は
会
員
の
皆
様
か
ら
の

浄
財
で
あ
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々

の
ご
意
見
の
元
、「
旭
窓
」
会

報
の
毎
年
発
行
、
会
員
情
報

の
管
理
、
同
期
会
・
ク
ラ
ブ

Ｏ
Ｂ
会
支
援
、
母
校
支
援
に

特
に
重
点
を
置
き
、
ま
た
周

年
事
業
へ
の
積
み
立
て
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

母
校
支
援
で
は
、
ク
ラ
ブ
・

生
徒
会
活
動
、
国
際
交
流
、

教
育
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
、

今
後
、
学
業
援
護
も
検
討
し

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
会

計
規
模
で
は
、
充
実
し
た
各

種
活
動
へ
の
支
援
も
難
し
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
総
数
は
２
１
，０
０
０
名
を
超
え
て

い
ま
す
が
、
本
年
度
の
卒
業
生
は
280
名
、

来
年
度
は
240
名
が
卒
業
予
定
で
す
。

　

運
営
費
の
節
減
、
財
政
の
見
直
し
を

毎
年
進
め
て
お
り
ま
す
が
、「
旭
窓
」
会

報
発
行
や
同
窓
会
活
動
継
続
の
た
め
に
、

会
員
皆
様
の
運
営
賛
助
金
へ
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
ま
だ
ご
存
知
な
い
方
や
、

会
報
が
届
い
て
い
な
い
方
（
住
所
変
更

が
ま
だ
の
方
、
親
元
に
届
い
て
い
る
方

な
ど
）
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

同
期
の
方
や
お
知
り
合
い
に
、
ぜ
ひ
運

営
賛
助
金
の
お
声
が
け
も
、
重
ね
て
お

願
い
し
ま
す
。

収入 支出
350

運 営 費
運 営

母校支援
収入 支出 賛 助 金

250
周年積立

寄 付
運 営 費 220

200
　 母校支援

140 広 告
　 旭窓発行

入 会 金
旭窓発行 入 会 金

0 0
以前の収支 （イメージ） 現在の収支
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同
窓
会
の
発
展
に

　
　
　
　

新
３
年
計
画
で

昨
年
の
総
会
総
括

　

創
立
60
周
年
を
記
念
し
て
、
旭
窓

会
総
会
を
母
校
で
開
催
す
る
こ
と
に

は
、

①	

昨
今
の
風
評
と
現
状
の
違
い
、

旭
窓
会
館
を
始
め
と
す
る
建
物

の
老
朽
化
を
認
識
し
、
今
後
の

母
校
支
援
を
進
め
る

②	

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
と
連
携
を
取
る

こ
と
に
よ
り
、
現
役
と
の
繋
が

り
を
作
り
、
今
後
の
現
役
ク
ラ

ブ
支
援
の
き
っ
か
け
と
す
る

③	

母
校
で
の
開
催
希
望
や
会
費
の

低
額
化
希
望
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

応
え
る
こ
と
に
も
繋
が
り
、
一

般
参
加
者
が
例
年
よ
り
増
え
、

ま
た
母
校
へ
の
興
味
を
も
っ
て

も
ら
う

を
念
頭
に
置
い
た
。

　

２
年
前
か
ら
、
母
校
開
催
と
ク
ラ

ブ
Ｏ
Ｂ
会
連
携
を
提
案
し
、
前
年
の

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
連
絡
協
議
会
で
確
認

の
上
、
世
代
別
学
年
幹
事
会
で
の
協

議
を
経
て
、
開
催
の
具
体
的
準
備
に

移
っ
た
。
学
校
側
の
協
力
が
不
可
欠

な
た
め
、
会
長
を
始
め
と
す
る
本
部

役
員
は
、
十
分
に
手
順
を
踏
み
進
め

て
い
た
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
意
思

疎
通
に
欠
け
、
開
催
準
備
、
総
会
当

日
に
不
備
を
生
じ
る
原
因
と
な
り
、

反
省
す
る
べ
き
点
や
課
題
が
残
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
参
加
者
の
多
く

は
、
吹
奏
楽
の
演
奏
に
感
動
し
、
懐

か
し
い
母
校
を
堪
能
し
て
家
路
に
着

い
た
よ
う
だ
。
総
体
的
に
は
評
価
し

て
よ
い
と
考
え
る
。

良
か
っ
た
点

・
参
加
人
数
を
増
や
し
開
催
で
き
た

・
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
促
進
、
新

規
結
成
に
繋
が
っ
た

・
母
校
の
現
状
把
握
が
で
き
、
母
校

支
援
の
機
運
が
高
ま
っ
た

・
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
、
Ｏ
Ｂ
会
と

の
交
流
で
、
現
役
生
へ
の
評
価
が

上
が
っ
た

反
省
点
・
課
題

・
本
部
と
教
員
の
方
と
の
連
携
だ
け

で
な
く
、
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
と
顧
問

と
の
連
携
も
十
分
に
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
、
現
役
生
を
生

か
す
十
分
な
準
備
が
必
要
で
あ
っ

た
・
総
会
の
た
め
の
Ｏ
Ｂ
会
か
、
Ｏ
Ｂ

会
の
た
め
の
総
会
か
と
い
う
議
論

に
な
る
な
ど
、
各
Ｏ
Ｂ
会
と
事
務

局
と
の
連
携
体
制
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る

・
本
部
役
員
体
制
が
少
数
で
、
事
前

準
備
が
十
分
で
な
く
、
ま
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
体
制
が
な
く
当
日
準
備

に
手
間
取
っ
た

・
出
席
確
認
の
方
法
に
つ
い
て
参
加

団
体
で
の
バ
ラ
つ
き
も
あ
り
、
総

会
出
欠
ハ
ガ
キ
で
の
出
席
数
と
の

誤
差
が
多
か
っ
た
。

　

そ
の
他
、
多
く
の
問
題
点
、
課
題

が
あ
る
と
思
う
が
、
上
記
を
踏
ま
え
、

今
後
開
催
す
る
、
重
要
な
周
年
行
事

運
営
に
教
訓
と
し
て
活
か
し
た
い
。

新
任
期
３
年
間
の
計
画

ⅰ	

学
年
理
事
幹
事
の
充
実
と
同
期

会
開
催
促
進

ⅱ	

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
結
成
促
進
と
既

存
活
動
の
推
進

ⅲ	

運
営
賛
助
金
の
促
進
と
周
年
事

業
検
討
委
員
会
開
設

ⅳ	

「
旭
窓
」
会
報
の
充
実

ⅴ	

会
則
変
更

ⅵ	

総
会
開
催
と
充
実

ⅶ	

母
校
支
援
の
充
実
─
生
徒
会
、

ク
ラ
ブ
、
国
際
交
流
、
教
育
環

境

ⅷ	

母
校
教
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
生
徒
会

役
員
と
の
交
流
促
進

ⅸ	

本
部
役
員
・
事
務
局
体
制
の
確

立

ⅹ	
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

　

本
年
は
、
役
員
改
選
時
に
あ
た
り

ま
す
。
計
画
内
容
は
、
時
間
を
か
け
、

意
見
を
集
約
し
、
真
摯
に
検
討
を
進

め
ま
す
。

　

皆
様
の
忌
憚

の
な
い
ご
意
見

と
、
同
窓
会
へ

の
ご
支
援
を
お

願
い
い
た
し
ま

す
。

　

新
任
期
で
の
検
討
課
題
と
し
て
、

特
に
次
規
約
改
正
の
２
点
を
重
点
案

件
と
し
て
、
１
年
間
を
目
途
に
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
、
検
討
委
員
会
を
設
け
、
忌
憚

の
な
い
会
員
の
意
見
を
元
に
、
来
年

の
全
体
幹
事
会
、
総
会
へ
の
議
案
提

案
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①　

年
会
費
制
の
導
入

　

会
計
の
変
化
に
伴
い
（
２
面
グ

ラ
フ
参
照
）、
卒
業
時
の
入
会
金
単

独
の
同
窓
会
運
営
か
ら
、
全
会
員

を
対
象
に
し
た
運
営
賛
助
金
制
度

に
移
行
し
ま
し
た
。

　

会
員
皆
様
の
ご
協
力
、
浄
財
に

よ
り
、
同
窓
会
は
多
彩
な
活
動
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
当
初
の
数
年

以
来
、
年
度
を
重
ね
る
ご
と
に
件

数
の
低
下
、
総
額
の
低
下
を
迎
え

て
い
る
こ
と
も
現
実
で
す
。

　

そ
こ
で
、
多
く
の
会
員
の
皆
様

方
に
同
窓
会
活
動
へ
の
ご
協
力
の

意
識
を
お
持
ち
い
た
だ
き
、
母
校

支
援
の
一
助
を
担
っ
て
い
た
だ
く

為
に
、
年
会
費
制
導
入
の
提
案
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

運
営
賛
助
金
制
度
の
周
知
徹
底
、

啓
蒙
が
弱
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
２
万
人
を
超
え
る
同
窓
生

を
抱
え
る
会
の
維
持
、
更
な
る
母

校
支
援
の
為
に
、
年
会
費
、
運
営
賛

助
金
へ
の
ご
協
力
、
周
年
事
業
等

へ
の
寄
付
、
卒
業
時
の

入
会
金
と
い
う
複
数
の

財
源
に
よ
る
財
政
安
定

化
を
図
り
た
く
検
討
を

重
ね
ま
す
。

　

あ
く
ま
で
も
ペ
ナ
ル

テ
ィ
の
あ
る
年
会
費
制

で
は
な
く
、
一
人
ひ
と

り
の
皆
さ
ん
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
年
会
費
制

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
支
払
い
方
法

も
、
コ
ン
ビ
ニ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
ネ
ッ
ト
バ
ン

キ
ン
グ
、
カ
ー
ド
決
済
な
ど
も
検

討
い
た
し
ま
す
。

②　

総
会
と
学
年
理
事
幹
事
会
の
議

決
内
容
の
変
更

　

現
在
は
、
年
度
ご
と
の
活
動
報

告
、
総
会
で
承
認
を
受
け
る
予
決

算
の
了
承
を
軸
に
学
年
理
事
幹
事

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
毎
年
開
か

れ
る
総
会
は
、
年
々
出
席
者
も
減

少
し
、
関
心
度
の
低
さ
を
う
か
が

わ
せ
ま
す
。
ま
た
そ
の
少
人
数
で

同
窓
会
の
最
高
議
決
機
関
と
し
て

の
役
割
を
総
会
に
も
た
せ
て
い
い
の

か
と
い
う
疑
問
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　

草
創
期
の
よ
う
な
、
会
員
と
同

窓
会
が
共
に
年
輪
を
重
ね
る
時
代

か
ら
、
卒
業
し
た
て
の
10
代
か
ら

70
代
と
幅
の
あ
る
同
窓
会
と
し
て
、

多
種
多
様
な
対
応
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
40
代
を
超
え
、
同
期
会
が

活
発
に
動
き
出
す
と
、
全
体
の
総

会
よ
り
も
気
心
の
知
れ
た
同
期
会

へ
の
要
望
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ

と
も
現
実
で
す
。

　

今
後
の
同
窓
会
全
体
の
活
動
と

し
て
、
横
の
つ
な
が
り
の
同
期
会

を
中
心
と
し
、
縦
の
つ
な
が
り
の

ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
と
そ
れ
を
斜
め
に

つ
な
ぐ
新
た
な
会
の
な
か
で
、
会

員
満
足
度
を
向
上
さ
せ
て
運
営
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

学
年
理
事
幹
事
の
交
代
、
活
性

化
が
必
要
で
あ
り
ま
す
が
、
同
期

会
の
代
表
と
し
て
、
議
決
権
を
強

化
し
、
総
会
と
学
年
理
事
幹
事
会

の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
改
革
す
る

こ
と
を
検
討
し
ま
す
。

　

以
上
の
２
点
に
つ
い
て
、
会
員
皆

様
の
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

慎
重
且
つ
大
胆
に
検
討
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
お
問
い
合
わ
せ
、
ご

意
見
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

　［転出・退職等］
職　　種 教 科 氏　　　名 異 動 内 容
校 長 横　山　正　美 府立河南高校へ
教 頭 後　藤　一　彦 退職
教 諭 国 語 村　上　　　薫 退職
教 諭 倫 理 松　尾　直　哉 府立芦間高校へ
教 諭 数 学 渕　側　　　健 府立淀川工科高校へ
教 諭 数 学 平　井　　　直 退職
教 諭 家 庭 小　川　圭　子 府立今宮高校へ
教 諭 英 語 柳　本　淳　子 府立茨木西高校へ
教 諭 英 語 川　島　えみこ 府立緑風冠高校へ
実 習 助 手 谷　川　亜矢貴 府立大冠高校へ
非常勤講師 国 語 廣　田　節　子 退職
特別非常勤嘱託 理 科 中　島　英　二 退職
非常勤講師 体 育 津　組　泰　彰 退職
非常勤講師 音 楽 津　留　郁　子 退職
非常勤講師 英 語 山　田　智　子 退職
非常勤講師 フランス語 糠　野　佐規子 退職
非常勤講師 ドイツ語 佐　藤　文　彦 退職

　［着　任］
職　　種 教 科 氏　　　名 異動内容
校 長 井　上　正　英 大冠高校から
教 頭 宮　﨑　佐　利 四條畷高校から
再任用教諭 国 語 村　上　　　薫 40Ｈ
教 諭 世 界 史 杠　　　立　夫 府立城東工業高校から
教 諭 数 学 濱　本　久二雄 府立槻の木高校から
再任用教諭 数 学 平　井　　　直 32Ｈ
再任用教諭 体 育 堀　井　　　喬 府立なみはや高校から24Ｈ
再任用教諭 体 育 古　賀　慶　一 府立高津高校から24Ｈ
教 諭 商 業 三　好　政　勝 府立長吉高校から
教 諭 英 語 中　西　典　子 府立淀川工科高校から
教 諭 英 語 小　原　え　み 府立大正高校から
実 習 助 手 藤　澤　明　恵 府立野崎高校から
非常勤講師 国 語 吉　見　太　一 非常勤講師として 6 Ｈ
非常勤講師 化 学 澤　井　和　美 非常勤講師として 7 Ｈ
非常勤講師 国 語 竹　谷　美弥子 非常勤講師として　Ｈ
非常勤講師 日 本 史 梅　田　智　己 非常勤講師として　Ｈ
非常勤講師 英 語 奥　村　ゆかり 非常勤講師として16Ｈ
非常勤講師 英 語 中　山　和　子 非常勤講師として 7 Ｈ

非常勤講師 家 庭 加　藤　祐　子 非常勤講師として　Ｈ
家 庭 佐　伯　真智子

非常勤講師 フランス語 斉　藤　真実子 非常勤講師として 4 Ｈ
特別非常勤 中 国 語 姜　　　志　平 特別非常勤講師として　Ｈ

英語指導員 英 語 Stevenn 
Thompson

外国人英語指導員（招請）として
門真なみはや高校から

 平成19年度当初人事異動 

ご
意
見
募
集
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２
０
０
７
年
、
母
校
旭
高
等
学
校
に
と
っ
て
、
新
し
い
が
揃
い
ま
し
た
。
ま
ず
、
本
年
度
入
学
す
る
生
徒
の
入
学
試
験

か
ら
導
入
さ
れ
た
新
学
区
編
成
、
4
月
に
着
任
し
た
、
井
上
正
英
校
長
と
宮
崎
佐
利
教
頭
で
す
。
ま
た
、
出
羽
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

も
新
任
で
す
。
そ
こ
で
、
井
上
校
長
、
宮
崎
教
頭
、
出
羽
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
お
招
き
し
て
、
旭
高
等
学
校
の
感
想
、
新
学
区
編

成
で
見
え
る
母
校
の
将
来
、
輝
け
る
旭
へ
の
取
り
組
み
、
同
窓
会
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い
て
、
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

校
長
先
生
と
教
頭
先
生
は　

同
学
区
だ
っ
た
高
校
出
身

激
減
し
た
遅
刻
・
茶
髪　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
保
護
者
啓
発

初
期
目
的
果
た
し
た
サ
ン
ラ
イ
ズ
委
員
会

授
業
時
間
よ
り
子
の
育
て
方　

大
学
入
学
後
伸
び
る
公
立

司　

本
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
は
じ
め
に
、
こ

の
対
談
の
趣
旨
説
明
を
旭
窓
会
田
中
会

長
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

会　

今
年
度
は
、
校
長
先
生･

教
頭
先

生･

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
お
三
方
と
も
、
新

し
い
方
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、

旭
の
新
し
い
方
向
を
示
す
対
談
に
な
れ

ば
と
、
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

司　

で
は
、自
己
紹
介
を
兼
ね
ま
し
て
、

簡
単
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と
旭
高
校
の
第

一
印
象
を
お
願
い
し
ま
す
。

校　

校
長
の
井
上
で
す
。
校
長
と
し

て
は
、
旭
が
�
校
目
で
す
。
定
年
ま
で

の
�
年
間
、
が
ん
ば
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
高
校
ま
で
新
森
公
園
の
そ
ば

に
お
り
ま
し
た
の
で
、
旭
高
校
の
「
空

気
」は
わ
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
し
、

私
が
中
学
校
当
時
の
旭
高
校
の
こ
と
も

知
っ
て
い
ま
す
。
普
通
科
と
国
際
教
養

科
と
、
複
数
の
科
が
あ
る
学
校
は
、
初

め
て
管
理
職
に
な
っ
た
今
宮
工
業
高
校

以
来
で
す
。
や
り
が
い
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

教　

教
頭
の
宮
崎
で
す
。
母
校
四
條
畷

高
校
の
教
頭
を
�
年
し
た
後
、
旭
高
校

に
来
ま
し
た
。旭
は
、い
と
こ
の
母
校
で
、

何
年
か
前
、
府
教
育
委
員
会
時
代
に
卒

業
式
に
参
列
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｐ　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
出
羽
で
す
。
高
校

ま
で
は
篠
山
で
育
ち
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
、
中
学
校
で
も
会
長
を
経
験
し
て
い

ま
す
。
上
の
�
人
は
他
の
高
校
で
す
。

今
、
�
年
に
在
学
中
の
子
が
、
普
通

科
か
ら
大
学
を
目
指
し
た
い
と
、
初
め

て
旭
高
校
へ
来
ま
し
た
。
一
歩
、
校
内

に
入
る
と
、
案
内
板
も
多
国
籍
語
で
書

か
れ
て
い
て
、
普
通
科
だ
け
の
学
校
と

は
違
う
な
と
、
感
じ
ま
し
た
。
昨
年
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
計
を
、
今
年
、
会
長
を
お

受
け
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
に
、
一

人
で
も
多
く
学
校
を
訪
れ
て
い
た
だ
き

た
い
こ
と
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
て

高
校
生
活
を
思
い
だ
し
て
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
も
、
勉
強
や
受
験
で
大
変
で

し
ょ
う
が
、高
校
生
活
を
�
番
楽
し
み
、

有
意
義
に
送
っ
て
欲
し
い
の
で
、
そ
の

た
め
に
も
、
学
校
に
足
を
運
ん
で
欲
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司　

携
帯
以
外
の
課
題
、
茶
髪
と
遅
刻

の
現
状
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
の
認
識
は
？

会　

前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
は
、

２
０
０
５
年
度
に
１
２
，０
０
０
件
の

遅
刻
が
あ
り
、
家
庭
に
文
書
を
配
布
し

た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
…
。

Ｐ　

そ
れ
ら
が
問
題
と
は
認
識
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
が
入
学
し
た

時
点
で
は
、
茶
髪

も
遅
刻
も
あ
ま
り

な
か
っ
た
で
す
か

ら
。

校　

２
０
０
６
年
度
は
遅
刻
が

８
，４
７
０
件
と
激
減
し
て
い
ま
す
。

会　

常
習
者
が
年
２
０
０
カ
ウ
ン
ト
ぐ

ら
い
し
て
い
る
ら
し
い
で
す
。

校　

確
か
に
、
�
万
件
く
ら
い
の
時
期

も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

会　

学
校
の
対
策
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
親
御

さ
ん
に
対
し
て
伝
わ
っ
て
い
な
く
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
学
校
が
別
々
の
よ
う
な
気
が

し
て
、
一
昨
年
か
ら
、
こ
の
座
談
会
を

始
め
ま
し
た
。
遅
刻
の
原
因
の
�
つ
に

携
帯
の
料
金
を
払
う
た
め
の
ア
ル
バ
イ

ト
が
あ
る
と
お
も
い
ま
す
。
学
校
は
基

本
的
に
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
認
め
て
い
ま

せ
ん
が
、
家
庭
の
事
情
や
方
針
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
は
自
己
責
任

（
自
律
）
と
い
っ
て
い
ま
す
。
一
概
に

学
校
側
だ
け
で
で
き
な
い
の
で
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
必
要
で
す
。

校　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
啓
発
活
動
は
で
き
て

も
、
強
制
力
は
な
い
で
す
ね
。
個
々
の

家
庭
に
よ
っ
て
も
違
い
ま
す
し
…
。

司　

親
御
さ
ん
の
世
代
間
の
差
、
昔
と

今
と
の
親
の
姿
勢
の
違
い
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

Ｐ　

私
た
ち
の
若
い
時
代
は
親
の
言
い

つ
け
を
守
り
ま
し
た
が
、
現
代
の
親
に

は
啓
発
が
必
要
で
し
ょ
う
ね
。

司　

時
代
や
社
会
が
変
わ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？

校　

多
く
の
学
校
で
は
何
千
件
と
遅
刻

が
あ
り
ま
す
が
、旭
は
半
減
し
ま
し
た
。

教
職
員
が
校
門
に
立
ち
、
生
徒
指
導
担

当
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
例
年
な
ら

体
育
祭
後
に
増
え
る
の
で
す
が
、
今
年

は
増
え
て
い
ま
せ
ん
。
年
間
ト
ー
タ
ル

で
は
減
る
で
し
ょ
う
。

教　

遅
刻
は
減
少
傾
向
に
は
あ
り
ま
す

が
、
も
っ
と
減
ら
す
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
常
習
者
を
減

ら
す
こ
と
に
力
を
入
れ
た
い
と
。
生
活

習
慣
の
問
題
だ
か
ら
家
庭
と
協
力
し
て

減
ら
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

会　

例
え
ば
、
子
ど
も
の
状
況
を
親
に

説
明
す
る
の
も
一
案
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
遅
刻
常
習
者
に
は
一
歩
進
ん
だ

対
応
を
し
な
い
と
、
校
門
指
導
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

校　

回
数
を
重
ね
る
と
校
長
呼
び
出
し

も
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
ま
だ
一
人
も

い
ま
せ
ん
。

司　

生
徒
会
も
生
徒
自
身
で
遅
刻
を
な

く
す
活
動
に
取
り
組
み
成
果
を
あ
げ
て

い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
…
。

校　

生
徒
会
も
校
門
で
立
番
を
し
て
、

そ
の
効
果
は
絶
大
な
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。

司　

普
通
科
と
国
際
教
養
科
の
２
科
あ

る
の
が
、新
鮮
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

司
会
者
も
久
し
ぶ
り
に
母
校
に
来
て
、
い

ろ
い
ろ
な
国
の
言
葉
を
学
べ
て
い
い
な
ぁ

と
感
じ
ま
し
た
。
他
校
に
無
い
外
国
語
を

学
べ
る
国
際
教
養
科
と
普
通
科
を
併
設
し

て
い
る
旭
高
校
で
す
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
は
ら
ん
で
い
て
、
こ
こ
数

年
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
心
を
痛
め
て
悩

ん
で
い
る
と
、
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。
輝

く
旭
の
復
活
を
目
指
し
て
数
年
前
に
立
ち

上
が
っ
た
、「
サ
ン
ラ
イ
ズ
委
員
会
」
の

そ
の
後
は
、
ど
う
な
り
ま
し
た
か
？

校　

当
初
の
目
的
を
達
成
し
て
、
今
は

あ
り
ま
せ
ん
。
運

営
委
員
会
が
そ
の

役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
教
職
員
の

間
で
も
、
忌
憚
の
無
い
意
見
で
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

司　

旭
高
校
の
「
課
題
」
は
ご
存
知
で

す
か
？

会　

茶
髪･

携
帯･

遅
刻
の
３
課
題
で
す
。

校　

茶
髪
の
う
わ
さ
は
聞
い
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
ま
っ
た
く
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
指
導
も
丁
寧
に
し
て
い
ま
す
し

…
。
携
帯
は
、
当
校
だ
け
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
ね
。
元
リ
ク
ル
ー
ト
で
現

東
京
都
足
立
区
立
和
田
中
学
校
の
藤
原

和
博
校
長
が
、
常
に
言
っ
て
い
る
言
葉

が
あ
り
ま
す
。「
日
本
の
子
の
問
題
は
、

携
帯
と
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
だ
」
と
。

携
帯
を
与
え
る
マ
イ
ナ
ス
面
の
大
き
さ

は
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
潮
流
は

止
め
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
旭

で
は
授
業
中
に
携
帯
が
鳴
る
こ
と
も
な

く
、
メ
ー
ル
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
生
徒

は
、
授
業
中
に
使
う
と
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

Ｐ　

そ
う
で
す
ね
。
わ
き
ま
え
て
い
ま

す
ね
。

会　

注
意
し
な
い
先
生
も
い
る
ら
し
い

で
す
が
…
。

校　

携
帯
の
問
題
は
今
や
、
ど
こ
の
学

校
に
も
あ
る
問
題
と
理
解
し
て
い
ま

す
。携
帯
の
問
題
と
し
て
は
も
う
�
つ
。

料
金
を
払
う
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
あ

り
ま
す
が
、
む
し
ろ
家
庭
の
問
題
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｐ　

我
が
家
で
も
�
年
生
の
と
き
に
携

帯
を
持
た
せ
ま
し
た
。そ
の
と
き
、メ
ー

ル
を
し
て
�
週
間
、
取
り
上
げ
ら
れ
た

経
験
が
あ
り
ま
す
。
我
が
家
で
は
携
帯

の
利
用
額
の
上
限
を
設
定
し
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、
設
定
し
て
い
な
く
て
え

ら
い
目
に
あ
い
ま
し
た
か
ら
。

会　

大
人
は
、
携
帯
と
い
え
ば
話
す
か

メ
ー
ル
を
打
つ
か
で
す
が
、
彼
ら
は
携

帯
で
遊
ん
で
い
ま
す
ね
。
む
し
ろ
、
家

庭
で
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
で
し
ょ

う
。
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
で
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
作
っ
て
い
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。

校　

生
徒
は
約
束
し
た
こ
と
は
守
っ
て

く
れ
ま
す
。
生
徒
指
導
の
点
で
は
、
む

し
ろ
、
人
権
侵
害
が
一
番
心
配
で
す
。

携
帯
で
あ
り
も
し
な
い
こ
と
を
流
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
も
旭
で
そ
う

い
っ
た
事
例
は
な
い
で
す
が
…
。

Ｐ　

人
権
侵
害
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
も
誹

謗
中
傷
が
多
い
で
す
。中
学
校
の
と
き
、

他
校
か
ら
２
ch
に
誹
謗
中
傷
を
延
々
と

書
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
サ
イ

ト
に
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
家
庭
に
対
し
て
文
書
で
、
そ

う
い
う
サ
イ
ト
を
見
な
い
よ
う
に
、
そ

う
い
う
サ
イ
ト
に
は
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
に
設
定
す
る
よ
う
求
め
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

司　

遅
刻
や
携
帯
な
ど
の
課
題
は
改
善

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
学
力
・
進
路
に
つ
い
て
お
き
き
し

ま
す
。

会　

ゆ
と
り
教
育
の
見
直
し
で
、
天
王

寺
高
校
な
ど
一
部
の
学
校
で
は
、
Ｏ
Ｂ

が
土
曜
日
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い

ま
す
。
私
立
高
校
と
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド

で
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
立
校
と

し
て
、
学
校
側
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

校　

時
間
数
よ
り
も
子
ど
も
を
ど
の
よ

う
に
育
て
る
か
、
で
す
。
確
か
に
今
、

大
学
進
学
率
は
授
業
時
間
の
多
い
私
学

の
ほ
う
が
優
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。
が
、
大
学
卒
業
時
の
状
況
を
み
る

と
一
概
に
い
え
ま
せ
ん
。出
口（
卒
業
時
）

の
成
績
で
見
る
と
、
き
ち
っ
と
し
た
Ａ

Ｏ
入
試
で
合
格
し
た
人
が
、
学
力
は
伸

び
る
そ
う
で
す
。
私
学
も
統
計
を
取
っ

て
い
ま
す
。
一
定
の
き
ち
っ
と
し
た
授

業
時
間
は
持
つ
の
は
当
然
で
す
が
…
。

司　

生
徒
は
、
旭
が
楽
し
い
か
ら
選
ん

だ
と
い
い
、
高
校
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
前
任
の
横
山

校
長
も
、
生
徒
は
体
育
祭
や
文
化
祭
に

は
燃
え
る
、と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

昨
秋
の
旭
窓
会
の
総
会
を
手
伝
っ
て
く

れ
た
在
校
生
た
ち
を
見
て
、
旭
は
い
い

子
が
多
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
問
題

を
抱
え
て
い
る
の
は
、
一
握
り
の
子
ど

も
た
ち
で
し
ょ
う
。

会　

授
業
時
間
だ
け
で
い
え
ば
、
週
平

均
３
，０
０
０
分
と
１
，６
２
５
分
と

差
が
あ
り
、
私
立
高
校
に
対
抗
で
き
ま

せ
ん
。
勉
強
ば
か
り
し
て
い
る
子
に
勝

つ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
大
切
で

す
。
旭
と
し
て
経
験
で
き
る
校
風
を

守
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
�5
〜
�8
歳

は
鍛
え
ら
れ
る
べ
き
時
期
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
生
徒
に
も
、
鍛
え
ら
れ
て
大

人
に
な
る
時
期
と
教
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

仕
事
は
、
こ
の
こ
と
を
親
御
さ
ん
に
啓

発
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。然
る
に
、

現
状
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
活
動
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の
高
校
生
活

を
親
子
で
楽
し
め
、
旭
に
来
て
よ
か
っ

た
、
行
か
せ
て
よ
か
っ
た
、
と
い
う
風

に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

Ｐ　

親
と
し
て
も
理
想
は
あ
る
も
の

の
、現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

い
か
に
そ
れ
に
近
づ
く
か
、
で
す
。
学

校
が
厳
し
い
規
則
で
が
ん
じ
が
ら
め
に

す
る
の
は
逆
で
は
な
い
で
す
か
。

同　教頭

宮崎　佐利 氏

旭高等学校校長

井上　正英 氏

旭窓会長

（14 期）

田中　健司 氏

PTA 会長

（2 年在学）

出羽　邦夫 氏

『新しい伝統  国際色豊かな
期待高まる 旭』

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

旭窓会旭窓会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

同窓生の、同窓生による、同窓生のためのHPつくりをめざします。
住所変更･ご提案･ご要望･ご意見　メール下さい。

「旭窓会公式ホームページ」
ご覧いただいていますか？

　
「
旭
窓
」
で
は
、
��
号
か
ら
『
光
り

輝
く
旭
』
の
Ｖ
字
回
復
を
願
う
企
画

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

現
状
・
対
策
・
将
来
に
わ
た
る
情

報
を
同
窓
会
会
友
に
提
供
し
て
き
ま

し
た
。
新
学
区
の
編
成
で
、
母
校
の

将
来
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た

よ
う
で
、
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ぎ
の
課
題
は
、
同
窓
会
の
あ
り

方
・
将
来
で
す
。
田
中
会
長
も
改
善

策
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
母
校
旭
高

等
学
校
と
同
窓
会
、
同
窓
会
と
会
友

を
つ
な
ぐ
『
旭
窓
』
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。
会
友
の
、
編
集
へ
の
参
加
・

参
画
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

編　

集　

後　

記
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勉
学
の
目
的
明
確
に
持
つ　

現
1
年
に
ク
ラ
ブ
加
入
促
進

学
区
変
更
後
志
願
者
増　

京
阪
線
今
里
線
重
点
訪
問

司　

普
通
科
と
国
際
教
養
科
の
２
科
あ

る
の
が
、新
鮮
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

司
会
者
も
久
し
ぶ
り
に
母
校
に
来
て
、
い

ろ
い
ろ
な
国
の
言
葉
を
学
べ
て
い
い
な
ぁ

と
感
じ
ま
し
た
。
他
校
に
無
い
外
国
語
を

学
べ
る
国
際
教
養
科
と
普
通
科
を
併
設
し

て
い
る
旭
高
校
で
す
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
を
は
ら
ん
で
い
て
、
こ
こ
数

年
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
も
心
を
痛
め
て
悩

ん
で
い
る
と
、
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。
輝

く
旭
の
復
活
を
目
指
し
て
数
年
前
に
立
ち

上
が
っ
た
、「
サ
ン
ラ
イ
ズ
委
員
会
」
の

そ
の
後
は
、
ど
う
な
り
ま
し
た
か
？

校　

当
初
の
目
的
を
達
成
し
て
、
今
は

あ
り
ま
せ
ん
。
運

営
委
員
会
が
そ
の

役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
教
職
員
の

間
で
も
、
忌
憚
の
無
い
意
見
で
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

司　

旭
高
校
の
「
課
題
」
は
ご
存
知
で

す
か
？

会　

茶
髪･

携
帯･

遅
刻
の
３
課
題
で
す
。

校　

茶
髪
の
う
わ
さ
は
聞
い
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
ま
っ
た
く
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
。
指
導
も
丁
寧
に
し
て
い
ま
す
し

…
。
携
帯
は
、
当
校
だ
け
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
ね
。
元
リ
ク
ル
ー
ト
で
現

東
京
都
足
立
区
立
和
田
中
学
校
の
藤
原

和
博
校
長
が
、
常
に
言
っ
て
い
る
言
葉

が
あ
り
ま
す
。「
日
本
の
子
の
問
題
は
、

携
帯
と
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
だ
」
と
。

携
帯
を
与
え
る
マ
イ
ナ
ス
面
の
大
き
さ

は
わ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
潮
流
は

止
め
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
た
だ
、
旭

で
は
授
業
中
に
携
帯
が
鳴
る
こ
と
も
な

く
、
メ
ー
ル
も
し
て
い
ま
せ
ん
。
生
徒

は
、
授
業
中
に
使
う
と
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
。

Ｐ　

そ
う
で
す
ね
。
わ
き
ま
え
て
い
ま

す
ね
。

会　

注
意
し
な
い
先
生
も
い
る
ら
し
い

で
す
が
…
。

校　

携
帯
の
問
題
は
今
や
、
ど
こ
の
学

校
に
も
あ
る
問
題
と
理
解
し
て
い
ま

す
。携
帯
の
問
題
と
し
て
は
も
う
�
つ
。

料
金
を
払
う
た
め
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
あ

り
ま
す
が
、
む
し
ろ
家
庭
の
問
題
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｐ　

我
が
家
で
も
�
年
生
の
と
き
に
携

帯
を
持
た
せ
ま
し
た
。そ
の
と
き
、メ
ー

ル
を
し
て
�
週
間
、
取
り
上
げ
ら
れ
た

経
験
が
あ
り
ま
す
。
我
が
家
で
は
携
帯

の
利
用
額
の
上
限
を
設
定
し
ま
し
た
。

と
い
う
の
は
、
設
定
し
て
い
な
く
て
え

ら
い
目
に
あ
い
ま
し
た
か
ら
。

会　

大
人
は
、
携
帯
と
い
え
ば
話
す
か

メ
ー
ル
を
打
つ
か
で
す
が
、
彼
ら
は
携

帯
で
遊
ん
で
い
ま
す
ね
。
む
し
ろ
、
家

庭
で
ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
で
し
ょ

う
。
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
で
コ
ン
セ
ン
サ

ス
を
作
っ
て
い
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。

校　

生
徒
は
約
束
し
た
こ
と
は
守
っ
て

く
れ
ま
す
。
生
徒
指
導
の
点
で
は
、
む

し
ろ
、
人
権
侵
害
が
一
番
心
配
で
す
。

携
帯
で
あ
り
も
し
な
い
こ
と
を
流
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
も
旭
で
そ
う

い
っ
た
事
例
は
な
い
で
す
が
…
。

Ｐ　

人
権
侵
害
は
、
パ
ソ
コ
ン
で
も
誹

謗
中
傷
が
多
い
で
す
。中
学
校
の
と
き
、

他
校
か
ら
２
ch
に
誹
謗
中
傷
を
延
々
と

書
か
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
サ
イ

ト
に
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
家
庭
に
対
し
て
文
書
で
、
そ

う
い
う
サ
イ
ト
を
見
な
い
よ
う
に
、
そ

う
い
う
サ
イ
ト
に
は
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
に
設
定
す
る
よ
う
求
め
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

司　

遅
刻
や
携
帯
な
ど
の
課
題
は
改
善

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
学
力
・
進
路
に
つ
い
て
お
き
き
し

ま
す
。

会　

ゆ
と
り
教
育
の
見
直
し
で
、
天
王

寺
高
校
な
ど
一
部
の
学
校
で
は
、
Ｏ
Ｂ

が
土
曜
日
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い

ま
す
。
私
立
高
校
と
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド

で
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
公
立
校
と

し
て
、
学
校
側
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

校　

時
間
数
よ
り
も
子
ど
も
を
ど
の
よ

う
に
育
て
る
か
、
で
す
。
確
か
に
今
、

大
学
進
学
率
は
授
業
時
間
の
多
い
私
学

の
ほ
う
が
優
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。
が
、
大
学
卒
業
時
の
状
況
を
み
る

と
一
概
に
い
え
ま
せ
ん
。出
口（
卒
業
時
）

の
成
績
で
見
る
と
、
き
ち
っ
と
し
た
Ａ

Ｏ
入
試
で
合
格
し
た
人
が
、
学
力
は
伸

び
る
そ
う
で
す
。
私
学
も
統
計
を
取
っ

て
い
ま
す
。
一
定
の
き
ち
っ
と
し
た
授

業
時
間
は
持
つ
の
は
当
然
で
す
が
…
。

司　

生
徒
は
、
旭
が
楽
し
い
か
ら
選
ん

だ
と
い
い
、
高
校
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
前
任
の
横
山

校
長
も
、
生
徒
は
体
育
祭
や
文
化
祭
に

は
燃
え
る
、と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

昨
秋
の
旭
窓
会
の
総
会
を
手
伝
っ
て
く

れ
た
在
校
生
た
ち
を
見
て
、
旭
は
い
い

子
が
多
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
問
題

を
抱
え
て
い
る
の
は
、
一
握
り
の
子
ど

も
た
ち
で
し
ょ
う
。

会　

授
業
時
間
だ
け
で
い
え
ば
、
週
平

均
３
，０
０
０
分
と
１
，６
２
５
分
と

差
が
あ
り
、
私
立
高
校
に
対
抗
で
き
ま

せ
ん
。
勉
強
ば
か
り
し
て
い
る
子
に
勝

つ
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
大
切
で

す
。
旭
と
し
て
経
験
で
き
る
校
風
を

守
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
�5
〜
�8
歳

は
鍛
え
ら
れ
る
べ
き
時
期
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
生
徒
に
も
、
鍛
え
ら
れ
て
大

人
に
な
る
時
期
と
教
え
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

仕
事
は
、
こ
の
こ
と
を
親
御
さ
ん
に
啓

発
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。然
る
に
、

現
状
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
活
動
し
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。
こ
の
時
期
の
高
校
生
活

を
親
子
で
楽
し
め
、
旭
に
来
て
よ
か
っ

た
、
行
か
せ
て
よ
か
っ
た
、
と
い
う
風

に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

Ｐ　

親
と
し
て
も
理
想
は
あ
る
も
の

の
、現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

い
か
に
そ
れ
に
近
づ
く
か
、
で
す
。
学

校
が
厳
し
い
規
則
で
が
ん
じ
が
ら
め
に

す
る
の
は
逆
で
は
な
い
で
す
か
。

司　

今
年
か
ら
学
区
が
変
更
に
な
り
ま

し
た
が
、
旭
の
Ｖ
字
回
復
の
兆
し
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

校　

Ｖ
字
の
兆
し
は
あ
り
ま
す
。
今
年

の
入
試
の
成
績
は
か
な
り
よ
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
持
続
さ
せ
た
い

で
す
ね
。

会　

２
０
０
７
年
度
の
入
試
は
、
普
通

科
�
．��
倍
、
国
際
教
養
科
�
．6
倍
で

し
た
。

校　

今
年
�
月
に
卒
業
し
た
�
年
生
が

入
学
し
た
と
き
は
、
定
員
割
れ
で
し
た

か
ら
。

Ｐ　

学
区
変
更
が
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た

の
で
し
ょ
う
。

校　

旧
4
学
区
か
ら
の
志
願
も
あ
る
程

度
あ
り
ま
し
た
。
特
に
守
口
方
面
か
ら

の
志
願
が
多
か
っ
た
で
す
。

Ｐ　

旧
4
学
区
の
生
徒
が
い
か
に
京
阪

電
車
に
乗
っ
て
旭
へ
来
る
か
が
、
ポ
イ

ン
ト
で
す
。

校　

京
阪
沿
線
の
中
学
校
の
先
生
方

は
、
旭
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
ご
存
じ
な

い
の
が
実
態
で
す
。

司　

旧
4
学
区
へ
の
働
き
か
け
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
か
。

校　

今
年
は
、
7
月
末
か
ら
教
職
員
で

百
数
十
校
あ
る
中
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。
特
に
旧
4
学
区
の
京
阪
沿
線
と
地

下
鉄
の
今
里
線
を
、
重
点
地
域
と
し
て

が
ん
ば
っ
て
訪
問
し
ま
し
た
。

会　

同
窓
会
と
し
て
は
も
っ
と
受
験
し

て
も
ら
え
る
学
校
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司　

同
窓
会
の
ハ
ー
ド
ル
が
�
番
高
い

よ
う
で
す
ね
。

Ｐ　

出
身
学
校
の
こ
と
が
気
に
な
る
の

で
し
ょ
う
。

校　

各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
が

多
い
の
で
、
今
を
見
る
と
歯
が
ゆ
い
の

で
す
ね
。

会　

私
学
の
大
学
入
試
は
、
レ
ベ
ル
も

チ
ャ
ン
ネ
ル
も
変
わ
り
ま
し
た
。
第
�

学
区
は
、
市
立
高
校
に
進
学
す
る
子
が

多
く
、
苦
戦
し
て
き
ま
し
た
。
授
業
時

間
も
含
め
諸
条
件
に
阻
ま
れ
、
苦
し
ん

で
い
る
府
立
高
校
だ
と
理
解
は
し
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
�5
〜

�8
歳
の
子
ら
に
何
を
し
て
や
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
旭
の
子
ら
は
、
指
導
が
な

く
て
も
自
律
し
て
で
き
る
子
も
多
い
で

す
。
が
、
一
方
で
、
罰
則
が
な
い
と
課

題
（
茶
髪
・
携
帯
・
遅
刻
）
改
善
が
進

ま
ず
、
や
っ
て
い
い
こ
と
と
思
う
生
徒

も
い
ま
す
。

校　

進
路
指
導
部
が
家
庭
学
習
の
時
間

を
調
べ
る
と
、
�0
分
程
度
で
し
た
。
予

習
・
復
習
を
き
ち
ん
と
で
き
る
、
日
々

の
家
庭
学
習
の
時
間
を
増
や
す
取
り
組

み
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
前
述

の
藤
原
校
長
は
、
�
日
�
時
間
以
上

テ
レ
ビ
を
見
る
家
の
子
は
、
中
学
校
で

の
学
力
ア
ッ
プ
は
保
証
は
で
き
な
い
と

い
っ
て
い
ま
す
。

司　

旭
に
は
宿
題
が
な
い
の
で
す
か
。

予
習
・
復
習
は
し
て
い
る
の
で
す
か
。

校　

予
習
・
復
習
は
し
な
い
と
学
力
は

落
ち
ま
す
。

教　

宿
題
を
だ
さ
な
い
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
数
学
な
ど
は
、
き
っ
ち
り
家
庭

学
習
を
し
な
い
と
授
業
が
わ
か
ら
な
く

な
る
は
ず
で
す
か
ら
。

Ｐ　

中
学
校
よ
り
高
校
の
ほ
う
が
、
宿

題
が
少
な
い
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。

校　

宿
題
も
大
事
だ
が
、
勉
学
の
目
的

を
明
確
に
持
つ
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

司　

ク
ラ
ブ
活
動
や
予
備
校
・
塾
な
ど
、

子
ら
の
実
態
を
ど
の
程
度
把
握
し
て
い

る
の
で
す
か
。

校　

ど
の
く
ら
い
の
生
徒
が
、予
備
校
・

塾
に
行
っ
て
い
る
の
は
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
。

会　

ク
ラ
ブ
の
加
入
率
は
？

教　

�
年
生
が
70
〜
75
％
、
�
〜
�
年

生
が
約
65
％
で
す
。

校　

今
年
の
�
年
生
に
は
、
ク
ラ
ブ
加

入
を
積
極
的
に
す
す
め
ま
し
た
。

司　

普
通
科
5
ク
ラ
ス
�00
人
、
国
際
教

養
科
�
ク
ラ
ス
80
人
、
計
7
ク
ラ
ス
�80

人
が
在
籍
し
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に

は
ど
う
す
る
の
で
す
か
？

校　

普
通
科
5
＋
国
際
教
養
科
�
の

7
ク
ラ
ス
で
落
ち
つ
く
で
し
ょ
う
。
普

通
科
の
み
の
学
校
は
8
ク
ラ
ス
あ
り
ま

す
。
旭
は
普
通
科
と
国
際
教
養
科
の
�

科
あ
り
ま
す
の
で
。

司　

障
が
い
児
の
受
け
入
れ
状
況
は
い

か
が
で
す
か
？

校　

一
概
に
言
え
ま
せ
ん
が
、
受
け
入

れ
は
可
能
で
す
。

会　

公
立
は
原
則
、
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。

旭高校野球部OB会

会　長　杉本　茂雄（ 6 期生）
事務局　寺田　典史（11期生）

母校野球部は今夏の大会でBEST8に進出しま
した。多くの卒業生にご声援いただきありが
とうございました。

旭高校バレーボール部OB会

会　長　有田　昌義（ 8 期生）
事務局　居相　重幸（20期生）

新聞部OB・OG会発足準備会
現役、新聞部の復活を！

連絡先　info@kyokusoukai.com

司　会

（5 期）

遠藤　敬子 氏

『新しい伝統  国際色豊かな
期待高まる 旭』

旭篭会第２回総会　開催
８月５日（日）大阪リバーサイドホテルにおいて、バスケットボール
部ＯＢ・ＯＧ会総会が開催されました。
１期から現役の男女キャプテンを含め�5名の参加でした。
第１部では、４期臼井弘会長の挨拶、田中旭窓会長の祝辞に、現役
チームのコーチ・男女キャプテンの抱負、会計報告と進みました。
第２部の懇親会では、３期尾崎巌さんの乾杯、６期岸恵吾さんの軽
妙な進行のもと、ジャズバンドの演奏に、珍しいパラグアイ音楽の
鑑賞をし、会の発展を祈念し閉会となりました。
詳細は旭窓会ＨＰをご覧ください。

サッカー部OB会  開催
　平成�0年４月６日（日）　於：旭高校
　��：00～　卒業生壮行会（ＯＢ戦）
　�5：00～　ＯＢ会

　連絡先　　冨田（�9期生）
　　　　　　０９０−８１６３−５４３８
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ス
タ
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
導
入　

学
力
診
断
で
学
習
到
達
度

多
様
化
す
る
大
学
受
験　

少
し
高
い
目
標
と
助
言

教
育
環
境
の
改
善
に
助
力　

旭
の
よ
さ
ア
ピ
ー
ル
共
に

文
化
交
流
ツ
ー
ル
は
語
学
力　

ド
イ
ツ
・
韓
国
と
も
姉
妹
校

田　中　健　司（14期生）

大阪市鶴見区鶴見3丁目8-10　☎(06)6911-5646

田中米穀店です
お客様専用

い ろ じ ろ パッパ
（フリーダイヤル）

通産省認定日本バンケット事業協同組合加盟
（有）パーティープロダクション

ジュン
　　　　　（松　田　とよ子）（14期生）
代表取締役　中　山　かおる

〒543-0012　大阪市天王寺区空堀町4-17
　　　　　　ネオコーポ真田山公園602号
 　代表　TEL（06）6762-5233
　 　　　FAX（06）6765-7668　
　　　

若林学法律事務所

弁護士　若林　学（19期生）

〒530-0047　大阪市北区西天満5丁目6番10号
　   富田町パークビル4階

TEL(06)6366-0328　FAX(06)6366-0340

みずほパートナーズ
法律事務所
岩﨑　利晴（23期生）

大阪市北区堂島1丁目1番25号  新山本ビル5階
TEL 06－6442－0167　FAX 06－6442－0703

E-mail iwasaki@mizuho-law.jp

税理士法人 テイタス
藤　原　　均（12期生）

大阪市城東区中央１丁目11番３号
TEL(06)6933-4351  FAX 6933-0002
e-mail　fujiwara.h@tkcnf.or.jp

山　本　敦　史（38期生）

〒535-0021　大阪市旭区清水4-1-6

　 TEL　06-6955-1417

炭火焼鳥

司　

4
月
に
業
者
テ
ス
ト
を
実
施
し

た
と
聞
き
ま
し
た
が
…
。

教　

ベ
ネ
ッ
セ
が
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
学
習
支
援

が
目
的
で
、
模

擬
テ
ス
ト
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

生
徒
た
ち
の
現
在
の
学
力
を
診
断
し
、

そ
の
結
果
か
ら
、
勉
強
の
仕
方
や
家

庭
学
習
の
仕
方
な
ど
の
改
善
提
案
を

行
う
も
の
で
す
。
１
〜
２
年
生
が
受

け
た
ベ
ネ
ッ
セ
の
テ
ス
ト
結
果
と
中

間
考
査
の
結
果
を
、
保
護
者
懇
談
会

時
に
返
却
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
方

に
も
好
評
で
す
。
つ
ぎ
は
、
入
学
後

ど
の
程
度
学
力
が
上
が
っ
た
か
、
2

回
目
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

校　

模
擬
テ
ス
ト
は
、
業
者
テ
ス
ト

を
導
入
で
き
な
い
の
で
す
が
、
こ

の
テ
ス
ト
は
学
習
態
度
も
含
め
て

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
テ
ス
ト
な
の
で
、

導
入
し
ま
し
た
。

会　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、
導
入
に
対
す

る
意
見
・
見
解
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？

Ｐ　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
、
別
に
年
2

回
、
土
曜
日
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
主

催
で
模
擬
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教　

補
足
す
る
と
、
5
月
と
7
月
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
主
催
で
3
年
生
対
象
の
外

部
模
擬
テ
ス
ト
を
校
内
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
先
ほ
ど
校
長
か
ら
説
明
が

あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
4
月
に
実
施

す
る
１
～
２
年
生
対
象
の
ベ
ネ
ッ
セ

の
テ
ス
ト
と
は
、
目
的
が
違
い
ま
す
。

司　

セ
ン
タ
ー
試
験
な
ど
も
含
め
て
、

個
人
情
報
の
保
護
・
開
示
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
例
え

ば
、
府
教
育
委
員
会
は
、
セ
ン
タ
ー

試
験
の
結
果
に
お
け
る
旭
の
ラ
ン
ク

は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

校　

知
ら
な
い
で
す
。
知
っ
て
い
た

と
す
れ
ば
大
変
な
こ
と
で
す
。
た
だ
、

セ
ン
タ
ー
試
験
を
受
け
る
旭
の
生
徒

は
ま
だ
少
な
い
で
す
ね
。

会　

私
学
の
大
学
で
も
セ
ン
タ
ー
試

験
を
導
入
す
る
と
こ
ろ
は
増
え
て
い

る
と
聞
き
ま
す
が
…
。
進
路
指
導
と

し
て
セ
ン
タ
ー
試
験
を
重
要
視
し
て

い
な
い
の
で
す
か
。

校　

今
の
大
学
受
験
は
、
試
験
形
態

が
非
常
に
多
様
化
し
て
お
り
、
セ
ン

タ
ー
試
験
だ
け
が
入
試
に
重
要
と
も

言
え
な
い
一
面
が
あ
り
ま
す
。

会　

入
試
形
態
と
か
生
徒
は
把
握
し

て
い
る
の
で
す
か
？

校　

指
定
校
と
か
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
時
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

旭
の
生
徒
に
は
3
学
期
（
セ
ン
タ
ー

試
験
や
一
般
入
試
）
ま
で
が
ん
ば
れ

と
言
い
た
い
の
で
す
が
。

会　

進
路
情
報
は
？

校　

進
路
指
導
担
当
が
各
組
に
流
し

て
い
ま
す
。
指
定
校
は
大
学
の
生
き

残
り
策
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

教　

旭
の
生
徒
は
、
あ
い
さ
つ
も
し
っ

か
り
で
き
ま
す
し
、
行
事
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
熱
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
進
路
の
面
で
は
安

易
に
妥
協
し
、
自
分
の
力
を
十
分
伸

ば
し
て
い
な
い
面
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
少
し
で
も
高
い
目
標
を
も

ち
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て

く
れ
る
よ
う
に
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１
～
２
年
生
が
、
日
ご
ろ
の
学
習
の

到
達
度
を
探
る
テ
ス
ト
を
受
け
、
3

年
生
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
模
擬
テ
ス
ト

を
受
け
て
い
ま
す
。
1
～
2
年
生
は

外
部
模
試
を
2
月
に
予
定
し
て
い
ま

す
。

司　

そ
う
し
た
中
で
、
国
際
交
流
も

深
ま
り
を
見
せ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に
対
し
て
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

校　

国
際
交
流
と
し
て
は
、
7
月
12

日
に
ド
イ
ツ
の
大
阪
副
総
領
事
と
ハ

ン
ブ
ル
グ
市
議
会
代
表
が
来
校
し
ま

し
た
。
第
2
外
国
語
で
ド
イ
ツ
語
を

採
用
し
て
い
る
学
校
が
少
な
い
中
、

旭
に
は
あ
り
ま
す
。
そ
の
縁
で
ハ
ン

ブ
ル
グ
市
の
高
校
と
姉
妹
校
提
携
を

考
え
る
予
定
で
す
。
釜
山
の
高
校
と

も
提
携
の
話
が
持
ち
上
が
っ
て
い
ま

す
の
で
期
待
し
て
い
ま
す
。
多
言
語
・

多
文
化
と
の
交
流
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
語
学
は
そ
の
ツ
ー
ル
と
な
り
ま

す
。
旭
の
語
学
力
で
旭
の
名
を
広
め

た
い
で
す
。

司　

そ
れ
は
、
旭
の
い
い
点
で
す
ね
。

校　

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
す
る
の
が

好
き
、
そ
れ
を
生
徒
だ
け
で
な
く
教

師
も
楽
し
い
、
と
い
う
学
校
に
し
た

い
で
す
。
教
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
教
員
と
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
足
を
解
消
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
風
潮
は
、

扉
を
い
つ
も
開
け
て
待
っ
て
い
ま
す
。

司　

開
か
れ
た
学
校
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
!!

司　

最
後
に
、
同
窓
会
（
旭
窓
会
）

に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

校　

学
校
に
は
お
金
が
な
い
ん
で
す
。

生
徒
の
た
め
、
い
い
方
向
・
意
味
で

の
後
押
し
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
同
窓
会
・
地
域
の
現
役
の
生
徒

の
力
を
借
り
て
、
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で

進
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

司　

創
造
の
眼
す
ま
し
て
（
笑
い
）

Ｐ　

私
と
し
て
は
、
親
子
共
々
楽
し

め
る
学
校
で
あ
れ
と
願
い
ま
す
。
先

生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
子

ど
も
を
媒
体
と
し
て
取
れ
ま
す
。
学

校
の
こ
と
を
親
に
伝
え
る
媒
体
と
し

て
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
あ
り
た
い
で
す
。
そ

う
す
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
お
力
・

お
知
恵
を
拝
借
し
て
、
以
前
と
違
う

旭
の
イ
メ
ー
ジ
、
風
紀
も
い
い
、
か

つ
て
あ
っ
た
と
聞
く
イ
メ
ー
ジ
を
伝

え
て
行
け
ま
す
。
今
の
い
い
雰
囲
気

を
持
ち
続
け
て
欲
し
い
で
す
ね
。

会　

か
つ
て
、

あ
る
中
学
校
は

旭
へ
生
徒
を
行

か
せ
な
い
と
い

う
先
生
も
い
ま
し
た
が
…
。

Ｐ　

過
去
は
過
去
で
す
。
将
来
に
向

け
て
、
旭
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
受
験

し
て
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
学
校
で

す
、
こ
れ
か
ら
も
い
い
方
向
で
発
展

し
て
欲
し
い
で
す
。

会　

旭
を
愛
す
る
あ
ま
り
、
同
窓
生

と
し
て
母
校
を
厳
し
い
眼
で
見
す
ぎ
、

言
葉
が
走
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
旭

は
い
つ
も
輝
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
を
学
校
関
係

者
や
同
窓
生
に
わ
か
っ
て
も
ら
い
、

府
立
高
校
の
現
状
を
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
に

伝
え
て
い
き
ま
す
。
Ｖ
字
回
復
を
願

い
つ
つ
、
60
周
年
に
向
け
て
、
輝
く

旭
へ
の
施
策
を
、
同
窓
会
と
し
て
も

考
え
、
母
校
に
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
関
係
各
位
と
議

論
の
場
を
持
ち
な
が
ら
、
い
き
ま
し
ょ

う
。

校　

体
育
館
を
緊
急
時
の
避
難
場
所

と
し
て
耐
震
化
・
改
装
が
急
が
れ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
教
育
環
境
の
改
善
・

充
実
も
、
で
す
。
同
窓
会
の
力
を
お

借
り
し
た
い
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

司　

み
な
さ
ん
、

お
忙
し
い
中
を

旭
窓
会
の
た
め

に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

校 ＝ 校 長 先 生
教 ＝ 教 頭 先 生
Ｐ ＝ ＰＴＡ会長
会 ＝ 旭 窓 会 長
司 ＝ 司　　　会



旭 窓 会 報（�）第35号 2007年（平成19年）９月25日

国
際
交
流
は
新
し
い
伝
統

　

旭
高
校
国
際
教
養
科
は
、
平
成
４
年

度
の
発
足
以
来
、
語
学
教
育
と
国
際
理

解
教
育
の
充
実
に
力
を
注
い
で
き
ま
し

た
。

　

従
来
の
英
語
と
４
つ
の
外
国
語
（
ド

イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
中
国
語
・
韓

国
朝
鮮
語
）
の
他
に
、
新
た
に
イ
タ
リ

ア
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
を
増
や
し
て
６
カ

国
語
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、国
際
理
解
教
育
に
つ
い
て
も
、

他
国
の
文
化
だ
け
で
な
く
自
国
の
文
化

に
つ
い
て
も
掘
り
下
げ
て
学
習
・
研
究

し
て
い
ま
す
。

　

異
文
化
理
解
の
講
演
会
・
海
外
研
修

旅
行
・
イ
ギ
リ
ス
語
学
研
修
・
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
な
ど
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
海
外
か
ら
の
留
学
生
の
受
け

入
れ
、
外
国
か
ら
の
修
学
旅
行
生
と
の

交
流
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
人
々
と

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

旭
高
校
公
式
Ｈ
Ｐ
か
ら
、国
際
交
流
の
模
様
を
、

こ
の
春
か
ら
の
行
事
で
振
り
返
り
ま
す
。

台
湾
か
ら
の
修
学
旅
行
生

　

４
月
24
日
（
火
）　

台
湾
の
高
雄
に

あ
る
樹
徳
家
商
高
校
か
ら
修
学
旅
行
生

が
本
校
を
訪
れ
ま
し
た
。
樹
徳
家
商
高

校
は
台
湾
南
部
の
大
規
模
私
立
高
校
で

生
徒
数
８
，０
０
０
人
、
台
湾
で
唯
一

モ
デ
ル
科
の
あ
る
学
校
で
、
今
回
は
日

本
語
科
と
観
光
科
の
皆
さ
ん
32
名
が
来

ら
れ
ま
し
た
。

　

本
校
３
年
の
国
際
教
養
科
の
生
徒

と
ゲ
ー
ム
や
歌
・
舞
踊
な
ど
で
交
流

し
、
生
徒
た
ち
は
互
い
に
す
ぐ
に
う
ち

解
け
、
生
徒
会

を
中
心
に
日
本

語
・
英
語
・
中

国
語
の
混
じ
っ

た
会
話
が
弾
み

ま
し
た
。
最
後

に
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
前
で
記
念
写

真
を
撮
り
ま
し

た
。

旭
高
生
が
中
国
訪
問

　

６
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
の
１
週
間

本
校
生
10
名
を
含
む
高
校
生
の
中
国
派

遣
団
（
大
阪
・
奈
良
・
愛
媛
・
青
森
）

200
名
が
、
北
京
（
３
泊
）
武
漢
（
２
泊

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）
上
海
（
１
泊
）
と
い

う
日
程
で
中
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

中
国
と
日
本

の
ギ
ャ
ッ
プ
に

戸
惑
い
な
が
ら

も
、
初
め
て
の

海
外
で
の
活
動

で
得
た
も
の
も

大
き
か
っ
た
よ

う
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
民
博
訪
問

　

７
月
12
日　

国
際
教
養
科
１
年
生
が

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
大
阪
国

際
セ
ン
タ
ー
で
海
外
協
力
隊
員
の
体
験

談
を
お
聴
き
し
、
午
後
は
関
西
の
大
学

の
留
学
生
と
一
緒
に
民
族
学
博
物
館
を

見
学
し
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

各
国
の
民
族

や
文
化
に
触

れ
、
世
界
の
広

さ
を
感
じ
な
が

ら
も
人
間
は
互

い
に
理
解
し
合

え
る
存
在
な
の

だ
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

　
　
　
　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
研
修

　

２
０
０
１
年
に
始
ま
っ
た
交
流
も
今

年
で
６
回
目
。
昨
年
姉
妹
校
の
提
携
を

し
て
ま
す
ま
す
近
く
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
ア
デ
レ
ー
ド
高
校
。
今
年

も
７
月
21
日
か
ら
17
日
間
の
日
程
で
19

名
の
生
徒
が
参
加
、
無
事
に
友
情
の
絆

を
太
く
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

添
乗
員
の
Ｊ
さ
ん
も
、
い
ま
ま
で
多

く
の
高
校
生
の
夏
の
海
外
研
修
に
付
き

合
っ
た
け
れ
ど
、
こ
こ
ほ
ど
、
恵
ま
れ

た
環
境
で
優
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
絶
賛
さ
れ

る
ほ
ど
。
我
々
付
き
添
い
教
員
も
、
ア

デ
レ
ー
ド
高
校
の
大
半
の
先
生
方
と

は
見
知
っ
た
関
係
。
旭
の
教
員
の
た
め

に
と
副
校
長
の
自
宅
で
開
か
れ
た
歓
迎

パ
ー
テ
ィ
に
は
、
50
名
も
の
先
生
方
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
生
徒
に
対
し
て
は
、
特
に
ア

ボ
リ
ジ
ニ
の
文
化
に
触
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
豊
富
に
用
意
さ
れ
て
い
て
、
大
変

よ
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
イ
タ
リ
ア
系
・
イ
ン

ド
系
・
中
国
系
と
様
々
で
し
た
が
、
ど

の
生
徒
も
う
ち
の
ホ
ス
ト
が
最
高
だ
と

自
慢
し
て
い
ま
す
。

　

帰
り
の
機
内
で
書
か
せ
た
感
想
文
も

関
空
到
着
ま
で
に
全
員
が
書
い
て
く
れ

ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
け
で

な
く
、
バ
デ
ィ
の
友
達
や
ク
ラ
ス
の
子

か
ら
ア
ル
バ
ム
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
寄
せ

書
き
を
も
ら
っ
た
り
と
、
忘
れ
え
ぬ
思

い
出
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
来
年
は
ア

デ
レ
ー
ド
か
ら
旭
に
来
る
番
。
す
で
に

10
名
以
上
の

希
望
者
が
い

た
り
、
一
緒

に
来
ら
れ
る

先
生
方
も
決

ま
っ
て
い
た

り
と
、
両
校

の
関
係
は
ま

す
ま
す
密
に

な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

英
国
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

７
月
21
日
よ
り
８
月
３
日
ま
で
の
14

日
間　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド　

ノ
ッ
テ
ィ
ン

ガ
ム
大
学
へ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
本
校
生
16
名
＋
教
員

２
名
が
参
加
し
た
国
際
交
流
に
つ
い
て

報
告
し
ま
す
。
以
下
付
き
添
い
教
員
の

感
想
で
す
。

　

７
月
21
日
か
ら
８
月
３
日
ま
で
の
２

週
間
の
行
程
を
素
晴
ら
し
い
体
験
を
お

み
や
げ
に
全
員
元
気
に
過
ご
し
て
き
ま

し
た
。
当
地
は
近
年
に
な
く
と
て
も
涼

し
く
長
袖
が
必
要
で
し
た
。

　

イ
タ
リ
ア
・
ロ
シ
ア
の
学
生
と
の
交

流
や
語
学
研
修
は
、
最
初
文
化
の
違
い

に
そ
の
距
離
感
が
つ
か
め
ず
、
び
っ
く

り
し
た
り
、
困
っ
た
り
す
る
場
面
が
あ

り
ま
し
た
が
、
日
を
追
う
ご
と
に
と
て

も
仲
良
し
に
な
り
、
ア
ド
レ
ス
を
交
換

し
た
り
な
ど

し
て
別
れ
を

惜
し
み
、
そ

の
さ
み
し
さ

で
涙
が
出
て

し
ま
う
人
も

い
て
、
多
彩

で
深
い
思
い

を
抱
き
な
が

ら
帰
国
し
ま
し
た
。

　

英
語
も
ず
い
ぶ
ん
上
達
し
、「
日
本

語
の
毎
日
に
は
戻
り
た
く
な
い
！
」
の

声
が
…
！
今
後
も
よ
り
良
い
研
修
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

修
学
旅
行
も
海
外
に

　

普
通
科
・
国
際
教
養
科
共

に
、
２
０
０
５
年
度
は
グ
ア
ム
に
、

２
０
０
６
年
度
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
、

そ
し
て
本
年
は
、
12
月
に
タ
イ　

プ
ー

ケ
ッ
ト
方
面
で
す
。

有限会社 中村商店
中　村　栄　造（2期生）

〒544－0031　大阪市生野区鶴橋5－21－22
TEL（06）6712－1556
FAX（06）6712－0403

薄鋼板販売

（５期生）
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国
際
交
流
の

  　
　
　

現
場
か
ら

2007年　卒業生の卒業後の進路状況（単位％） 

※卒業生現役合格者状況
（2007年度入試）個人情
報保護のため、本年度よ
り合格者数については公
表していません。

四年制国公立大学
　大阪外国語大学　神戸市立外国語大学

四年制私立大学　　
　関西大学　京都外国語大学　京都女子大学　京都産業大学　近畿大学
　同志社大学　同志社女子大学　武庫川女子大学　桃山学院大学　立命館大学
　龍谷大学　他
　　 
短期大学
　大阪女学院短期大学　大阪芸術大学短期大学部　関西外国語大学短期大学部
　京都外国語短期大学　神戸女子短期大学　武庫川女子大学短期大学部　他　 

看護系専門学校
　大阪医科大学附属看護専門学校　大阪府医師会看護専門学校
　大手前看護専門学校　他
医療系専門学校
　大阪医専　大阪医療技術学園専門学校　他

四年制大学
50.0

短期大学
15.5

専修学校
19.4 予備校

11.2

その他  2.3

就職・公務員  1.5
84.9

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部　

　
　
　
　

大
阪
大
会
で
ベ
ス
ト
16

　

８
月
14
日
（
火
）
大
阪
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会　

女
子
団
体
戦
の
部

で
ベ
ス
ト
16
に
な
り
ま
し
た
。
ベ
ス

ト
８
入
り
を
か
け
た
戦
い
で
は
惜
し

く
も
敗
れ
て

し
ま
い
ま
し

た
が
、
次
回

大
会
の
シ
ー

ド
権
を
獲
得

で
き
ま
し
た
。

以
下
戦
績
で

す
。

　

１
回
戦  

旭 

３
─
０ 

枚
方
な
ぎ
さ

　

２
回
戦  

旭 

３
─
０ 

狭
山

　

３
回
戦  

旭 

３
─
２ 

高
津

　

４
回
戦  

旭 

２
─
３ 

鶴
見
商
業

吹
奏
楽
部　

地
区
大
会
で
金
賞

　
　
　
　
　

府
大
会
で
は
銀
賞

　

８
月
３
日
（
金
）　

吹
奏
楽
部
は
森

之
宮
青
少
年
会
館
で
お
こ
な
わ
れ
た

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
大
編
成
の
部

で
金
賞
を
獲
得
し
府
大
会
へ
の
出
場

権
を
得
ま
し
た
。

　

８
月
13
日
（
月
）
に
同
じ
く
青
少

年
会
館
で
お
こ
な
わ
れ
た
４
地
区
の

代
表
校
で
お
こ
な
わ
れ
る
大
阪
府
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
銀
賞
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

昨
年
よ
り
部
員
数
も
増
え
て
大
編

成
の
部
（
50
人
以
下
）
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

放
送
部

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ

ス
ト
（
東
京
）、
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭
（
島
根
）
出
場

文
化
祭

　

本
年
の
文
化
祭
は
、
９
月
８
日

（
土
）・
９
日
（
日
）
に
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
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生
徒
た
ち
を
信
用
し
て

　
　
　

体
育
大
会
で
ブ
リ
ッ
ジ

サ
ッ
カ
ー
部　

ベ
ス
ト
16

野　

球　

部　

連
盟
表
彰
受
け
る

　

旭
高
校
で
初
め
て
の
教
員
生
活
を
迎

え
ま
し
た
。
最
初
は
、
右
も
左
も
わ
か

ら
な
い
ま
ま
、
先
輩
の
先
生
方
に
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
で
、
無
我
夢
中
で

毎
日
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
。
自
分
が

持
っ
て
い
る
の
は
「
若
さ
」
し
か
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
日
、
体
当
た
り
で

生
徒
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

1
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
18

期
生
が
3
年
生
の
と
き
の
体
育
大
会
の

マ
ス
ゲ
ー
ム
で
し
ょ
う
。
男
子
全
員
の

演
技
で
、
50
数
人
の
ブ
リ
ッ
ジ
を
5
つ

完
成
さ
せ
た
こ
と
で
す
。
授
業
で
練
習

の
と
き
、
高
い
と
こ
ろ
か
ら
マ
ッ
ト
に

落
ち
て
、
け
が
人
も
で
た
ほ
ど
の
危
険

な
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
の
代

表
を
集
め
、「
高
い
ブ
リ
ッ
ジ
を
中
止

し
よ
う
か
？
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
の
返
答
は
、「
僕
た
ち
を
信
用

し
て
、
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

体
育
大
会
当
日
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
の
演

技
は
つ
ぎ
つ
ぎ
成
功
し
、
最
後
の
ブ

リ
ッ
ジ
が
5
つ
と
も
成
功
し
た
と
き
、

深
く
感
動
し
た
こ
と
を
、
今
も
鮮
や

か
に
覚
え
て
い
ま
す
。
18
期
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
・
集
中
力
は
す
ば
ら
し
い
も
の

で
し
た
。
彼
ら
か
ら
、
逆
に
教
え
ら
れ

た
こ
と
も
多
く
、
そ
れ
は
、
そ
の
後
の

教
員
生
活
の
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
の
顧
問
と
し
て
活
動

し
た
の
が
、
14
期
～
21
期
で
す
。
た

だ
、
私
は
、
サ
ッ
カ
ー
は
素
人
で
し

た
。
ま
ず
、基
礎
体
力
を
つ
け
よ
う
と
、

ゲ
ー
ム
の
時
間
中
走
り
抜
け
る
体
力

を
つ
け
る
練
習
を
、
中
心
に
お
き
ま

し
た
。
部
員
も
が
ん
ば
り
、
し
だ
い

に
体
力
・
持
久
力
を
つ
け
て
き
ま
し

た
。

　

16
期
生
が
3
年
生
の
と
き
、
大
阪

大
会
の
ベ
ス
ト
16
に
進
出
。
ベ
ス
ト

8
に
な
る
と
、
近
畿
大
会
に
出
場
で

き
た
の
で
す
が
、
対
戦
相
手
は
、
こ

の
年
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
、
初

芝
高
校
で
し
た
。
2
対
3
で
敗
れ
た

と
き
は
、
ほ
ん
と
う
に
残
念
な
思
い

を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、こ
の
試
合
後
、

「
よ
い
試
合
が
で
き
た
」
と
喜
ん
で
い

る
生
徒
の
顔
は
印
象
的
で
、
今
で
も

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

野
球
部
の
顧
問
も
し
ま
し
た
。
19

期
～
24
期
で
す
。
私
は
高
校
3
年
間
、

野
球
部
に
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
、
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
、

技
術
指
導
も
で
き
ま
し
た
の
で
、
グ

ラ
ン
ド
で
生
徒
と
共
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

19
期
生
が
3
年
生
の
夏
の
大
会
で

ベ
ス
ト
16
に
な
り
、
大
阪
高
校
野
球

連
盟
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

と
き
表
彰
さ
れ
た
の
は
3
校
で
し
た
。

こ
れ
も
ま
た
、
よ
い
思
い
出
で
す
。

　

21
期
生
が
3
年
の
と
き
は
、
野
球

連
盟
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、
西
京
極
球

場
で
京
都
代
表
と
の
招
待
試
合
に
参

加
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
強
豪
・
近

大
付
属
高
校
や
興
国
高
校
、
全
国
的

に
知
ら
れ
る
星
稜
高
校
や
箕
島
高
校

を
旭
高
校
に
迎
え
、
練
習
試
合
を
重

ね
て
力
を
つ
け
て
き
た
こ
と
が
、
評

価
さ
れ
た
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
生
徒
た
ち
は
厳
し

い
練
習
に
よ
く
つ
い
て
き
て
く
れ
た

と
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

定
年
の
年
に
、
サ
ッ
カ
ー
部
が
中

心
に
な
っ
て
卒
業
生
に
呼
び
か
け
、

野
球
部
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
・
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
・
テ
ニ
ス
部
・
剣

道
部
や
担
任
を
し
て
い
た
21
期
生
を

中
心
に
約
100
名
が
集
ま
っ
て
、
定
年

の
お
祝
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

1
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ブ
で
行
う
定
年
祝

い
は
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
た
く
さ
ん

の
ク
ラ
ブ
・
ク
ラ
ス
、
年
次
を
越
え

た
卒
業
生
に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
た
こ

と
に
、
感
動
・
感
激
し
ま
し
た
。
教

師
冥
利
に
尽
き
る
と
は
、
ま
さ
に
こ

の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

改
め
て
、
す
ば
ら
し
い
生
徒
た
ち

に
め
ぐ
り
あ
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

野
球
部
が
ベ
ス
ト
8
と
聞
き
、
万

博
球
場
で
大
勢
の
人
た
ち
と
一
緒
に

応
援
し
て
き
ま
し
た
。
夢
中
で
プ
レ
ー

す
る
選
手
の
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
20
期
生
の
宮
脇
で
す
。

先
生
と
の
思
い
出
は
や
は
り
、
1
年

生
の
時
の
木
曽
の
御
岳
山
で
の
夏
合

宿
で
す
。
１
年
生
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
ま
だ
基
礎
体
力
も
無
く
か
な
り

ハ
ー
ド
な
合
宿
で
し
た
。

　

卒
業
後
30
数
年
、
精
神
的
に
い
ろ

い
ろ
き
つ
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
て
く
る
こ
と
が
で

き
た
の
も
、
高
校
時
代
の
あ
の
厳
し

い
合
宿
を
耐
え
て
き
た
と
い
う
自
負

の
お
か
げ
で
す
。

　

現
役
の
時
は
鬼
の
板
東
を
に
く
い

と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
と
な
っ
て
は
良
い
思
い
出
で
す
。

板
東
先
生
い
つ
ま
で
も
あ
の
頃
の
よ

う
に
お
元
気
で
。

5
ク
ラ
ブ
21
期
生
有
志

　
　
　

定
年
で
お
祝
い
の
集
い

野
球
部
の
み
な
さ
ん

　
　
　
　
　

感
動
し
ま
し
た
!!

〝
鬼
の
板
東
先
生
〟

　
　
　

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

　

今
回
は
、
１
９
６
７
年
か
ら
１
９
７
８
年
ま
で
お
ら
れ
た
、
保
健

体
育
科
教
諭
と
し
て
、
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
部
と
野
球
部
の
顧
問
の
板

東
良
二
先
生
で
す
。
先
生
に
指
導
を
受
け
た
野
球
部
の
後
輩
が
、
部

初
の
ベ
ス
ト
８
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

板
東
先
生
に
は
、
病
気
静
養
中
の

と
こ
ろ
を
お
し
て
取
材
を
お
願
い
い

た
し
ま
し
た
。
感
謝
。

板東良二先生

覚
え
て
い
ま
す
か　
　

 

先
生

あ
の

  

こ
の

１回戦（舞洲）　7 月 8 日
旭 1 0 1 3 3 2 1 0 0 11

枚方津田 0 4 2 0 0 1 0 0 0 7

　７月28日、万博球場で行われた準々決
勝。対戦相手は浪速高校。結果は２対３と
惜敗。だが、創部初のベスト８。後輩の健
闘をたたえよう。

２回戦（舞洲）　7 月15日
旭 0 1 1 2 2 1 1 3 11

池 田 北 2 0 0 0 0 0 0 0 2
（８回コールドゲーム）

３回戦（舞洲）　7 月21日
旭 0 1 1 0 0 0 0 1 0 3

千 里 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

４回戦（舞洲）　7 月25日
旭 1 0 1 0 3 2 0 7

大教大天王寺 0 0 0 0 0 0 0 0
（７回コールドゲーム）

５回戦（舞洲）　7 月26日
興 国 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 3
旭 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 4

（延長10回）
準々決勝（万博）7 月28日
浪 速 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3
旭 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2

野球部　初のベスト８野球部　初のベスト８
公立高校　旭　一校の快挙

野球部　岡田監督　提供

野球部　父母会　岸  氏　提供

大阪日日新聞　提供 初のベスト8  喜ぶナイン

浪速戦終了の挨拶


